
いきいき活動通信シニア団体

　シニア団体活動支援事業は、元気な高齢者が地域の活動に参加するきっかけをつくり、高齢者の社会参加と
自主的活動を促進し、高齢者の生きがいと健康づくりを目的としております。この広報誌では、年齢を感じ
させず、いきいきと活動している本事業登録団体をご紹介します。
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真
野
川
夢
づ
く
り
の
会

ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
フ
ラ
ク
ラ
ブ

〈
真
野
川
の
河
川
敷
で
の
活
動
〉

　

川
辺
の
草
が
最
も
生
い
茂
る
６
月
か

ら
８
月
下
旬
に
か
け
て
、
鹿
島
の
中
心

を
流
れ
る
「
真
野
川
」
の
堤
防
や
河
川

敷
の
お
よ
そ
３
０
０
ｍ
を
早
朝
５
時
か

ら
、
自
前
の
草
刈
り
機
を
携
え
た
会
員

達
が
休
憩
も
忘
れ
る
ほ
ど
夢
中
に
な
っ

て
草
刈
り
を
行
う
。
ま
た
冬
に
は
そ
の

河
川
敷
に
て
、
鹿
島
の
冬
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
る
「
ど
ん
と
祭
」
が
会
員
主

催
で
執
り
行
わ
れ
る
。「
真
野
川
夢
づ

く
り
の
会
」
の
名
の
通
り
、
全
て
の
活

動
は
川
と
と
も
に
あ
る
。

〈
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
毎
日
の
活
動
力
に
〉

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
が
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
平
成

15
年
に
、
育
成
会
（
子
供
会
）
で
一
緒

に
な
っ
た
母
親
同
士
が
中
心
と
な
り
本

会
が
結
成
さ
れ
た
。
月
３
～
４
回
、
90

分
の
練
習
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
と
と
も

に
非
常
に
和
や
か
な
中
で
行
わ
れ
て
い

る
。
活
動
拠
点
の
学
習
セ
ン
タ
ー
に
地

区
外
か
ら
通
う
方
、
夫
の
介
護
と
両
立

し
な
が
ら
通
う
方
、
他
国
出
身
の
方
、

自
身
の
病
気
と
闘
い
な
が
ら
通
う
方
な

ど
、
環
境
は
様
々
で
は
あ
る
が
、
練
習

へ
の
参
加
こ
そ
が
日
々
の
活
力
と
な
っ

て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

〈
真
野
川
の
流
れ
の
よ
う
に
〉

　

昔
は
川
で
泳
い
だ
り
魚
や
カ
ニ
を

採
っ
た
り
し
た
が
、
今
で
は
親
し
む
機

会
が
殆
ど
な
い
。
会
員
の
多
く
が
「
真

野
川
」
を
〝
母
な
る
川
〟
と
し
て
き
た

だ
け
に
、
再
び
親
し
ま
れ
夢
の
あ
る
川

づ
く
り
を
自
分
た
ち
の
手
で
進
め
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、
本
会
が

結
成
さ
れ
た
。
活
動
は
、
季
節
ご
と
に

無
理
せ
ず
行
っ
て
い
る
が
、
日
課
の
一

つ
と
し
て
草
刈
り
を
行
う
者
、
毎
朝
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
川
縁
を
隈
な
く
歩
く

者
な
ど
、
会
の
活
動
以
外
で
も
自
主
的

に
真
野
川
を
訪
れ
る
。
川
の
流
れ
の
よ

う
に
、
こ
ん
こ
ん
と
静
か
に
活
動
を
続

け
て
い
く
姿

は
、
シ
ニ
ア

の
団
体
と
し

て
長
く
続
け

て
い
く
一
つ

の
在
り
方
で

あ
る
。

〈
穏
や
か
な
音
楽
と
と
も
に
〉

　
「
フ
ラ
を
や
る
自
分
は
女
優
に
な
れ

る
」「
フ
ラ
を
や
る
こ
と
で
若
く
美
し
く

い
ら
れ
る
」
と
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

純
粋
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
ま
れ
て
い

る
と
と
も
に
、「
講
師
先
生
の
人
柄
が
、

長
く
・
楽
し
く
・
美
し
く
続
け
ら
れ
る
一

番
の
要
因
で
あ
る
」
と
の
こ
と
。
講
師

の
鈴
木
氏
か
ら
も
「
グ
ル
ー
プ
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
第
一
に
」
と
フ
ラ

ダ
ン
ス
は
も
と
よ
り
、
そ
の
人
間
関
係

も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。
流
れ
る
心
地

よ
い
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
は
そ
の
ま
ま
グ

ル
ー
プ
の
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
た
。
入

会
・
問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
代
表
ま
で
。

市
町
村

福
島
市

会
員
数

19
名

連
絡
先
０
２
４
―
５
４
９
―
０
９
０
０

年
齢
構
成

45
～
80
歳

活
動
内
容

フ
ラ
ダ
ン
ス

（
２
年
に
１
度
大
き
な
会

場
で
の
発
表
）

活　

動

場　

所

日　

時

毎
週
月
曜
日　

10
時
か
ら
11
時
30
分

（
月
３
～
４
回
）

蓬
莱
学
習
セ
ン
タ
ー
分
館

代
表
者
会
長　

佐
藤
久
美（
さ
と
う
く
み
）

会　

費

実
費

市
町
村

南
相
馬
市
鹿
島
区

会
員
数

21
名

連
絡
先
０
２
４
４
―
４
６
―
３
０
７
６

年
齢
構
成

60
歳
～
81
歳

活
動
内
容

真
野
川
河
川
の
草
刈
り

活　

動

場　

所

日　

時

真
野
川
周
辺

毎
年
１
月　

ど
ん
と
祭
（
河
川
敷
）

毎
年
６
月
～
９
月　

真
野
川
河
川
草

刈
り

代
表
者
会
長　

萩
原　

勝（
は
ぎ
は
ら
ま
さ
る
）

会　

費

実
費

左
か
ら
会
長
の
萩
原

勝
氏
、
副
会
長
の
石

井
盛
忠
氏
、
広
報
担

当
の
烏
中
清
氏
に
お

話
を
伺
っ
た
。

会
員
は
全
員
男
性
。

個
人
所
有
の
草
刈
り

機
を
携
え
て
、
一
心

不
乱
に
草
刈
り
を
行

う
。

今年１月のどんと祭の様子。

お揃いのパウスカート（フラダンス用
スカート）をまとい、ハワイアン音楽
に身を委ねながら練習を行う。

平成25年のハワイアンズのステージに
おける発表は、クラブのメンバーに
とって大きな思い出となっている。

前
列
右
か
ら
３
番
目
の

鈴
木
洋
子
氏
が
講
師
と

な
り
、
メ
ン
バ
ー
に
指

導
を
行
う
。



〈柴宮町内会について〉
　郡山市内のベッドタウンとして発展し、昭和40年当時は40戸足らず
の地域だったが、現在では300戸を超える大きな町内会のうちの一つで
ある。また、以前は地域の８割が農家であったため、当時の横のつな
がりの良さも色濃く残り、協力的な伝統を引き継いだ地域となっている。

〈「柴宮案山子祭り」を中心に地域の交流の活性化へ〉
　地域の大きな行事の一つに「柴宮案山子祭り」がある。平成19年か
ら始まった祭りは、急速に増えた会員同士のつながり不足を解消する
ために始まったものである。町内会役員が地域の小学校へ出向いて子
供達に案山子づくりを伝え、それに伴って保護者たちも協力してくれ
ることとなり、現在では地域内の復興住宅の方たちも巻き込んだ大き
なイベントとなっている。
　その一方で、町内会の高齢者を集めて週１回地域の集会所で健康体
操及び茶話会を行って、高齢者を孤立させないような仕掛けづくりも
行っている。今後は年間を通して、多世代の会員が交流できるよう進
めていきたいとのこと
であった。

〈原釜町内会について〉
　東日本大震災の発生により甚大な被害を受けた原釜地区は、震災
から６年を経て、北と南に分かれていた町内会が合併し、様々な活
動を行っている。町内にある津神社を中心に１月の初詣から始まり、
４月の例大祭では伝統の神楽や剣舞などが奉納され、11月の新嘗祭
まで、郷土の文化を大切に継承しながら町内会活動を行っている。

〈地区の文化をこれからに向けて〉
　町内会行事の一つに、10月の防災防犯講習会及び芋煮会がある。
震災を深く経験した地域だからこそ、緊急時に対応できるような住
民意識としたいというのがその狙いである。当日は、「避難経路は？
避難場所は？」を意識してもらいながら会場に集まり、AEDを使っ
た救命処置訓練、毛布で作った担架による人命救助訓練などを行っ
た。また、炊き出し訓練も兼ねた芋煮を行って町内の親交を深める
機会となり、町内の約１／３が集まった事業となった。様々な経験
を経て、大切な文化が未来に向けてつつがなく続いていくよう努め
ていきたいという会
長の言葉が印象的で
あった。

柴宮町内会

原釜町内会

元気な町内会の活動報告（高齢者支え合いコミュニティ支援事業）

●発行元・問合せ先　社会福祉法人福島県社会福祉協議会　いきいき長寿課
　〒960-8141　福島市渡利字七社宮字111番地　福島県総合社会福祉センター３階　TEL（024）524－2224　FAX（024）524－2228

　福島県では平成28年度から、元気な高齢者が身近な地域で社会活動に参加するきっかけをつくり、健康でいきいきと
生活している町内会の取組を支援しています。本年度支援団体をご紹介させて頂きます。

市 町 村 郡山市
代　　表 会長　橋本和榮（はしもとかずえい）
加入世帯数 302世帯 所属人数 1,130名

市 町 村 相馬市
代　　表 会長　熊谷秀治（くまがいしゅうじ）
加入世帯数 140世帯 所属人数 320名

10
月
14
日
に
実
施
さ
れ
た

「
防
災
防
犯
講
習
会
及
び
芋

煮
会
」
で
は
、
130
名
ほ
ど
の

町
民
の
参
加
と
な
る
大
き
な

事
業
と
な
っ
た
。

芋
煮
会
で
は
、
子
供
も
高
齢

者
も
一
同
に
集
ま
り
、
顔
と

顔
を
突
き
合
わ
せ
て
、
飲
ん

で
食
べ
て
楽
し
い
時
間
と

な
っ
た
。

会
長
の
熊
谷
秀
治
さ
ん
は

「
大
変
な
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
役
に
立
っ
て
嬉

し
い
気
持
ち
も
大
き
い
で

す
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。

会
長
の
橋
本
和
榮
さ
ん

は
「
町
内
会
の
仕
事
を

通
し
て
様
々
な
方
と
交

流
で
き
る
の
が
楽
し
い

ん
で
す
」
と
話
さ
れ
て

い
た
。

「
あ
さ
か
の
案
山
子
祭

り
」
の
１
コ
マ
。
田
ん

ぼ
と
青
空
が
背
景
に
な

り
、
案
山
子
の
表
情
も

心
な
し
か
微
笑
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

「あさか野案山子祭り」の子供達の審査の様子。
実際に展示されている田んぼを見ながら、子供
達も審査員の一人となって真剣に審査する。


